
別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

（単位：円）

備 考

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

スカイ獅子吼ゴンドラリ
フト握索機更新事業

白山市 8,338,000 8,338,000
総事業費
8,338,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

総事業費
4,070,000

3
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

曽谷駅自転車駐車場整備
事業

白山市 8,000,000 8,000,000
総事業費
9,108,000

2
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

瀬女コテージ村取付道路
舗装事業

白山市 3,650,000 3,650,000

総事業費
20,372,000

5
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

鳥獣被害防止パトロール
車購入事業

白山市 2,500,000 2,500,000
総事業費
2,686,800

4
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

白山郷公園テニスコート
改修事業

白山市 17,900,000 17,900,000

総事業費
2,858,900

7
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

蕪城小学校給食室備品購
入事業

白山市 4,000,000 4,000,000
総事業費
4,158,000

6
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

観光施設管理車両購入事
業

白山市 2,500,000 2,500,000

総事業費
2,640,000

8
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

千代野小学校給食室備品
購入事業

白山市 2,250,000 2,250,000



（備考） 事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

9
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

蝶屋小学校給食室備品購
入事業

白山市 2,350,000 2,350,000
総事業費
2,644,840

総事業費
8,165,190

11
公共施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措
置

白山市立双葉保育所運営
事業

白山市 25,271,000 25,271,000
総事業費
33,835,000

10
公共施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措
置

白山市立小中学校給食調
理運営事業

白山市 7,500,000 7,500,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

スカイ獅子吼ゴンドラリフト握索機更新事業

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
第２期白山市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和２年度～令和６年度）
２ 白山から日本海の豊かな自然と歴史・文化を活かした「観光・交流」創生戦略
⑵ 山・川・海の魅力を活かした交流人口の拡大
② 交流拠点となる施設の整備及び利活用の促進

・交流拠点となる観光・文化施設の整備・充実を図るとともに、その魅力を広く
発信することで、交流人口の拡大及び地域の活性化を図ります。

【目標】
観光入込客数 ５，２００，０００人（令和６年度）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白山市

交付金事業実施場所 白山市八幡町

交付金事業の概要
スカイ獅子吼ゴンドラリフトは平成８年の建設以来２８年が経過しており、機械器具等の経年による老
朽化が進んでいることから、ゴンドラリフト握索機３台の更新を行います。

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

獅子吼高原
来場者数
152,800人/年

獅子吼高原
来場者数

成果実績 人 157,293

目標値 人 152,800

達成度 ％ 102.9

評価年度の設定理由

事業改善を図るため、事業実施後速やかに評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、老朽化したゴンドラリフトの握索機３台を更新し、ゴンドラリフトの安全性及
び利便性の向上、地域の主要産業である観光産業の振興を図ることができました。新型コロナウイルス
感染症の５類感染症移行により、観光産業が回復傾向にある中、獅子吼高原来場者数も１５７，２９３
人と昨年度より増加し、成果目標にあっても達成することができました。今後も獅子吼高原の魅力を
ホームページ、パンフレットなどで宣伝するとともに、山頂エリアの整備や魅力に触れる機会を創出す
るなど誘客に努め、交流人口の拡大と地域の活性化を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

3

達成度 ％ 100 100 100

令和６年度

ゴンドラリフト握索機更新台数

活動実績 台 3 3 3

活動見込 台 3

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 令和５年度

3



交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備 考

総事業費 8,646,000 8,679,000 8,338,000 59,896,200

うち経済産業省分 8,300,000 8,300,000 8,338,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 8,300,000 8,300,000 8,338,000

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 観光文化スポーツ部施設管理課

交付金事業の評価課室 観光文化スポーツ部施設管理課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

設備工事 随意契約（特命） 安全索道株式会社 8,338,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

瀬女コテージ村取付道路舗装事業

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
第２期白山市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和２年度～令和６年度）
２ 白山から日本海の豊かな自然と歴史・文化を活かした「観光・交流」創生戦略
⑵ 山・川・海の魅力を活かした交流人口の拡大
② 交流拠点となる施設の整備及び利活用の促進

・交流拠点となる観光・文化施設の整備・充実を図るとともに、その魅力を広く
発信することで、交流人口の拡大及び地域の活性化を図ります。

【目標】
観光入込客数 ５，２００，０００人（令和６年度）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白山市

交付金事業実施場所 白山市瀬戸

交付金事業の概要

当該施設は自然豊かな白山瀬女高原の山麓エリアにコテージを完備しており、四季折々の季節を楽し
め、当地に来訪する観光客の好評を得ている施設でありますが、そのアクセス道路について老朽化が進
行し、陥没箇所も多数あることから、自動車等の走行に危険が生じています。来訪する観光客が安全に
利用できるよう、当該施設への取付道路を舗装し、観光施設としての環境整備を図ります。

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

瀬女コテージ村
宿泊者数
9,300人/年

瀬女コテージ
村宿泊者数

成果実績 人 10,596

目標値 人 9,300

達成度 ％ 113.9

評価年度の設定理由

事業改善を図るため、事業実施後速やかに評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、老朽化した当施設のアクセス道路を舗装整備し、施設への通行環境及び利便性
の向上、地域の主要産業である観光産業の振興を図る事ができました。当施設の宿泊者数においては、
目標値を上回り１０，５９６人の方にご利用して頂き、成果目標も達成することができました。今後も
当施設の魅力をホームページなどで広く発信し、白山ろく地域の観光振興・誘客に努め、交流人口の拡
大と地域の活性化を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100

年度

舗装工

活動実績 ㎡ 600

活動見込 ㎡ 600

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度 年度



交付金事業の総事業費等 令和６年度 年度 年度 備 考

総事業費 4,070,000

うち経済産業省分 3,650,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 3,650,000

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 観光文化スポーツ部施設管理課

交付金事業の評価課室 観光文化スポーツ部施設管理課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

舗装工 指名競争入札 株式会社中田組 4,070,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

3
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

曽谷駅自転車駐車場整備事業

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
第２次白山市総合計画（平成２９年度～令和８年度)

第４章 市民の暮らしを支える快適で笑顔あふれる安全なまちづくり
１節 円滑に移動できる交通環境を整備します

１ 公共交通の充実による生活の足の確保
・北陸鉄道石川線については、公共交通の利用促進のため、運行事業者をはじめと

した関係機関と協議し、駅機能の強化と利用促進を図り、円滑に移動できる交通
環境を整備します。

【目標】
市内石川線駅の１日平均乗降人数 ２，６００人（令和８年度）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白山市

交付金事業実施場所 白山市陽羽里一丁目

交付金事業の概要

北陸鉄道石川線は鶴来地域と金沢市中心部を結ぶ唯一の鉄道であり、広域基幹交通として地域住民及
び観光客の移動に必要不可欠な公共交通機関であります。日本海側の不安定な気象状況に対応するた
め、北陸鉄道石川線（白山市内）曽谷駅の自転車駐車場には屋根が無いことから、鉄道利用者におい
て、駅機能の強化による利便性向上のため、新たに自転車駐車場の屋根設置工事を行います。
屋根設置工事 Ｎ＝１式

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

曽谷駅
１日平均利用者
数

70人／日

曽谷駅
１日平均利用
者数

成果実績 人／日 76

目標値 人／日 70

達成度 ％ 108.6

評価年度の設定理由

事業改善を図るため、事業実施後速やかに評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、北陸鉄道石川線曽谷駅に屋根付きの自転車駐車場を設置し、駅利用の利便性
を向上させることができました。そのため、若干ではありますが、１日平均利用者数が増加し、成果
目標を達成することができました。今後も運行事業者をはじめとした関係機関と協議し、駅機能の強
化を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

達成度 ％ 100

年度

屋根設置工事 Ｎ＝１式

活動実績 式 1

活動見込 式 1

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度 年度



交付金事業の総事業費等 令和６年度 年度 年度 備 考

総事業費 9,108,000

うち経済産業省分 8,000,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 8,000,000

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 市民生活部地域安全課

交付金事業の評価課室 市民生活部地域安全課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

屋根設置工事 指名競争入札 株式会社 山本工務店 9,108,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

4
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

白山郷公園テニスコート改修事業

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
第２次白山市総合計画（平成２９年度～令和８年度)
第２章 地域ぐるみで豊かな心と体を育み健康で活躍できるまちづくり
２節 健康な心身を育む生涯学習・スポーツを推進します
２ スポーツ活動を推進する環境の整備
・子どもから高齢者まで、初心者からトップレベルの競技者まで、年齢、体力、
競技力などに応じて活動できる環境づくりに努めます。
また、スポーツ施設を安全に利用できるよう、施設設備の安全点検及び整備を
行うなど、公共スポーツ施設の利用を促進するとともに、安全対策の充実を図
ります。

【目標】
体育施設利用人数 １，１５８千人（令和８年度）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白山市

交付金事業実施場所 白山市鶴来大国町

交付金事業の概要

白山市の砂入り人工芝テニスコートについては、日頃より幼年から老齢者まで幅広い年代において
スポーツを楽しみ、健康づくりが図られる場として多く活用されており、近隣の中学校や高校の部活
動でも利用されています。
当施設のテニスコートは、平成１６年度の市町村合併以降、部分改修での対応を行っており、全４

面のところ１面のみ安全に使用可能なコートとなっています。残る３面については人工芝の破れや段
差等の経年劣化が顕著であり、また、ネットポストについては４面全てにおいて錆による劣化やポー
ルのゆがみがあり、安全に使用することが困難な状況にあることから、利用者の怪我等が危惧される
ため、事故を防止し、安全かつ安心して市民が利用できるよう改修工事を実施します。
・テニスコートの改修（額縁仕上げ 3面） A=1,236㎡
・附帯施設工（ネットポスト等） 一式

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

白山郷公園テニ
スコート利用人
数
2,400人/年

白山郷公園テ
ニスコート利
用人数

成果実績 人 2,098

目標値 人 2,400

達成度 ％ 87.4

評価年度の設定理由

事業改善を図るため、事業実施後速やかに評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、破れや段差等の経年劣化が顕著であったテニスコートの人工芝張替えや、錆
による劣化及び歪みのあったネットポストを更新することで、安全性が確保でき、市民が安心して健
康づくりに取り組むことができました。なお、今年度は、工事による利用停止期間があったため、成
果実績が目標値に達しませんでしたので、今後とも市民がスポーツに親しむことができる施設として
施設案内の掲示や競技協会への周知等を図ってまいります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

達成度 ％ 100

年度

テニスコートの改修
（額縁仕上げ 3面）

A=1,236㎡

活動実績 ㎡ 1,236

活動見込 ㎡ 1,236

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和6年度 年度



交付金事業の総事業費等 令和6年度 年度 年度 備 考

総事業費 20,372,000

うち経済産業省分 17,900,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 17,900,000

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 観光文化スポーツ部スポーツ課

交付金事業の評価課室 観光文化スポーツ部スポーツ課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

砂入り人工芝改修工事 一般競争入札
北川ヒューテック株式会社

白山営業所
20,372,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

5
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

鳥獣被害防止パトロール車購入事業

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
第２次白山市総合計画（平成２９年度～令和８年度）
第５章 賑わいと活力がみなぎる元気なまちづくり
１節 強い農林水産業づくりを推進します
１ 鳥獣被害対策の推進

・関係機関との連携体制の強化を図り、被害状況やテレメントリーなどによる
情報の収集及び共有化を進め、適切な対策を推進します。

【目標】
鳥獣被害を未然に防ぐため、定期的なパトロールを実施する。

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白山市

交付金事業実施場所 白山市鶴来本町四丁目

交付金事業の概要

現在使用している鳥獣被害防止パトロール車は、平成１６年７月に購入後１９年が経過し老朽化が進ん
でいます。山間地等の悪路や急勾配道路での走行が可能で、積雪時の活動にも適した車両性能や、鳥獣
捕獲への迅速な対応のために、檻の運搬にも適した構造のものが求められており、当該車両の購入を行
います。
・ステーションワゴン(4ＷＤ 1990cc以上 オートマチック ハイブリッドシステム 定員5名)
１台購入

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

鳥獣被害防止パ
トロール車両月
平均利用回数
10回/月

鳥獣被害防止
パトロール車
両月平均利用
回数

成果実績 回 10.5

目標値 回 10

達成度 ％ 105

評価年度の設定理由

事業改善を図るため、事業実施後速やかに評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、新たに４WDのステーションワゴンタイプの鳥獣被害防止パトロール車１台を購
入し、山間地等の悪路及び積雪時での迅速なパトロールが可能となりました。また、車両月平均のパト
ロール回数は１０回以上となり成果目標を達成することができました。次年度以降も山間地等での鳥獣
被害に備え、定期的なパトロールのほか鳥獣捕獲といった緊急的な出動も行い、地域の安全・安心の確
保に努めてまいります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100

年度

鳥獣被害防止パトロール車
購入台数

活動実績 台 1

活動見込 台 1

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度 年度



交付金事業の総事業費等 令和６年度 年度 年度 備 考

総事業費 2,686,800

うち経済産業省分 2,500,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 2,500,000

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 総務部車両管理室

交付金事業の評価課室 総務部車両管理室

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

物品購入 指名競争入札 白山モータース 2,686,800



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

6
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

観光施設管理車両購入事業

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
第２期白山市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和２年度～令和６年度）
２ 白山から日本海の豊かな自然と歴史・文化を活かした「観光・交流」創生戦略
⑵ 山・川・海の魅力を活かした交流人口の拡大
② 交流拠点となる施設の整備及び利活用の促進

・交流拠点となる観光・文化施設の整備・充実を図るとともに、その魅力を広く
発信することで、交流人口の拡大及び地域の活性化を図ります。

【目標】
観光入込客数 ５，２００，０００人（令和６年度）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白山市

交付金事業実施場所 白山市鶴来本町四丁目

交付金事業の概要

観光施設管理で使用していた車両は、平成１７年１月に購入後１９年が経過し、老朽化が進んだこと
から令和５年１２月に処分し、現在、代替車両で管理をしています。山間地等の悪路や急勾配道路で
の走行が可能で、積雪時の活動にも適した車両が求められており、スキー場設備等の緊急点検対応の
ためにも、当該車両の購入を行います。
・ステーションワゴン(4輪駆動方式 1990cc以上 オートマ免許限定車 定員5名) １台購入

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

観光施設及び
スキー場
来場者数
1,465,500人/年

観光施設及び
スキー場
来場者数

成果実績 人 1,871,866

目標値 人 1,465,500

達成度 ％ 127.7

評価年度の設定理由

事業改善を図るため、事業実施後速やかに評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、新たに４WDのステーションワゴンタイプの観光施設管理車両１台を購入し、
山間地等の悪路及び積雪時での迅速な観光施設への出動が可能となりました。また、年間の観光施設
及びスキー場来場者数の成果目標を達成することができました。次年度以降も山間地等の悪路や積雪
時でも施設へ出動し、安心して利用してもらえる観光施設の管理に取り組んでいきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100

年度

観光施設管理車両購入台数

活動実績 台 1

活動見込 台 1

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度 年度



交付金事業の総事業費等 令和６年度 年度 年度 備 考

総事業費 2,858,900

うち経済産業省分 2,500,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 2,500,000

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 総務部車両管理室

交付金事業の評価課室 総務部車両管理室

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

物品購入 指名競争入札 白山実業自動車株式会社 2,858,900



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

7
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

蕪城小学校給食室備品購入事業

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
第２次白山市総合計画（平成２９年度 ～令和８年度）
第２章 地域ぐるみで豊かな心と体を育み健康で活躍できるまちづくり
1節 心豊かに学び育み地域に開かれた魅力ある学校づくりを推進します
２ 安全で快適な教育施設の整備

・適切な維持管理による安全で快適な学校環境の整備を推進します。

【目標】
学校給食衛生管理基準に基づく安全な学校給食の提供

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白山市

交付金事業実施場所 白山市北安田町

交付金事業の概要

蕪城小学校の真空冷却機は、平成１９年に新築以降１６年が経過し、老朽化が進んでいます。ここ数
年は機器の不具合により修繕を繰り返しており、冷却能力の低下がみられ設定温度までの冷却時間が長
くなっている。これから衛生管理基準に定められている「短時間で温度を下げるよう工夫すること」と
いう基準を満たすため当該機器の更新を行います。

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

蕪城小学校での
学校給食実施回
数197日（日/
年）

蕪城小学校で
の学校給食実
施回数

成果実績 回 193

目標値 回 197

達成度 ％ 97.9

評価年度の設定理由

事業改善を図るため、事業実施後速やかに評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、老朽化した真空冷却機を更新し、学校給食衛生管理基準に基づく安全な学校給
食を提供することができました。令和６年度は６月に電気系統の故障が原因で臨時休校となり目標値に
は達成できませんでしたが、次年度以降も機器を活用して安全安心な学校給食の提供に努め、適正な維
持管理による安全で快適な学校環境の整備を推進していきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100

年度

給食室備品購入台数

活動実績 台 1

活動見込 台 1

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度 年度



交付金事業の総事業費等 令和６年度 年度 年度 備 考

総事業費 4,158,000

うち経済産業省分 4,000,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,000,000

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 白山市教育委員会事務局 学校教育課

交付金事業の評価課室 白山市教育委員会事務局 学校教育課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

物品購入 指名競争入札 株式会社綜合厨房サービス 4,158,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

8
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

千代野小学校給食室備品購入事業

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
第２次白山市総合計画（平成２９年度 ～令和８年度）
第２章 地域ぐるみで豊かな心と体を育み健康で活躍できるまちづくり
1節 心豊かに学び育み地域に開かれた魅力ある学校づくりを推進します
２ 安全で快適な教育施設の整備

・適切な維持管理による安全で快適な学校環境の整備を推進します。

【目標】
学校給食衛生管理基準に基づく安全な学校給食の提供

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白山市

交付金事業実施場所 白山市千代野東四丁目

交付金事業の概要

千代野小学校の食器洗浄機は、平成１６年に更新以降１９年が経過し、老朽化が進んでいます。ここ
数年は不具合により修繕を繰り返しており、部品によってはすでに廃番となっているため、今後、修理
ができない可能性があります。また、食器に付着したたんぱく質等の有機物を確実に洗浄するには食器
洗浄機は必須であることから当該機器の更新を行います。

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

千代野小学校で
の学校給食実施
回数197日（日/
年）

千代野小学校
での学校給食
実施回数

成果実績 回 194

目標値 回 197

達成度 ％ 98.5

評価年度の設定理由

事業改善を図るため、事業実施後速やかに評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、老朽化していた食器洗浄機を更新し、学校給食衛生管理基準に基づく安全な学
校給食を提供することができました。令和６年度は学校行事等により成果目標は達成できませんでした
が、次年度以降も機器を活用して安全な学校給食の提供に努め、適切な維持管理による安全で快適な学
校環境の整備を推進していきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100

年度

給食室備品購入台数

活動実績 台 1

活動見込 台 1

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度 年度



交付金事業の総事業費等 令和６年度 年度 年度 備 考

総事業費 2,640,000

うち経済産業省分 2,250,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 2,250,000

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 白山市教育委員会事務局 学校教育課

交付金事業の評価課室 白山市教育委員会事務局 学校教育課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

物品購入 指名競争入札 Ｍ・プラン 2,640,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

9
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

蝶屋小学校給食室備品購入事業

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
第２次白山市総合計画（平成２９年度 ～令和８年度）
第２章 地域ぐるみで豊かな心と体を育み健康で活躍できるまちづくり
1節 心豊かに学び育み地域に開かれた魅力ある学校づくりを推進します
２ 安全で快適な教育施設の整備

・適切な維持管理による安全で快適な学校環境の整備を推進します。

【目標】
学校給食衛生管理基準に基づく安全な学校給食の提供

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白山市

交付金事業実施場所 白山市井関町

交付金事業の概要

蝶屋小学校のスチームコンベクションオーブンは、平成１５年に設置以降２０年が経過し、老朽化が
進んでいます。学校給食衛生管理基準にある「献立及び調理内容に応じて、調理作業の合理化により衛
生管理を充実させるため、焼き物機、揚げ物機、真空冷却機、中心温度管理機能付き調理機等の調理用
の機械及び機器を備えるよう努めること」を実施するため焼き物機及び中心温度管理機能付き機器に該
当する当該機器の更新を行います。

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

蝶屋小学校での
学校給食実施回
数197日（日/
年）

蝶屋小学校で
の学校給食実
施回数

成果実績 回 196

目標値 回 197

達成度 ％ 99.5

評価年度の設定理由

事業改善を図るため、事業実施後速やかに評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、老朽化していたスチームコンベクションオーブンを更新し、学校給食衛生管理
基準に基づく安全な学校給食を提供することができました。令和６年度は学校行事等により成果目標は
達成できませんでしたが、次年度以降も機器を活用して安全な学校給食の提供に努め、適切な維持管理
による安全で快適な学校環境の整備を推進していきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100

年度

給食室備品購入台数

活動実績 台 1

活動見込 台 1

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度 年度



交付金事業の総事業費等 令和６年度 年度 年度 備 考

総事業費 2,644,840

うち経済産業省分 2,350,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 2,350,000

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 白山市教育委員会事務局 学校教育課

交付金事業の評価課室 白山市教育委員会事務局 学校教育課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

物品購入 指名競争入札 株式会社 武田商事 2,644,840



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

10
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

白山市立小中学校給食調理運営事業

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
白山市教育振興基本計画（２０１９～２０２４）
基本目標１ 確かな学力の形成と豊かな心の育成（感性のびのび教育の推進）
基本施策10 学校保健の充実・食育の推進
・栄養教諭等が児童生徒に学校給食の栄養や衛生等の指導を行い、これまで以上に地産地消の

推進を図り、地域の食材を生かした特色ある学校給食を実施します。

【目標】
特色ある学校給食を実施するため自校調理方式の継続

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白山市

交付金事業実施場所 白山市瀬戸申

交付金事業の概要

本市の学校給食は児童生徒の心身の健全な発達を促し、望ましい食習慣を育てるため、自校調理方式
を実施している。近年の人員不足を解消し、これまで同様に各学校の特色ある食育を推進するため、外
部事業者へ運営を委託し、自校調理方式の継続を行う。
なお、本交付金を令和６年７月～１月分（７か月分）に充当

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

白嶺小中・白峰
小学校での学校
給食実施回数
（年間）

白嶺小中・白
峰小学校での
学校給食実施
回数（年間）

成果実績 回 195

目標値 回 195

達成度 ％ 100

評価年度の設定理由

事業改善を図るため、事業実施後速やかに評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、白嶺小中・白峰小学校の給食業務委託料を確保し、自校調理方式を継続するこ
とができました。成果目標である年間予定給食回数195日を達成し、給食を生きた教材とし、食育の推
進を図ることができました。次年度以降も特色ある学校給食を実施するため自校調理方式の継続してい
きます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 101.9

年度

白嶺小中・白峰小学校での
学校給食実施回数

活動実績 回 109

活動見込 回 107

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度 年度



交付金事業の総事業費等 令和６年度 年度 年度 備 考

総事業費 8,165,190

うち経済産業省分 7,500,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 7,500,000

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 白山市教育委員会事務局 学校教育課

交付金事業の評価課室 白山市教育委員会事務局 学校教育課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

業務委託 随意契約（特命） ハーベストネクスト株式会社 8,165,190



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

11
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

白山市立双葉保育所運営事業

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
第２次白山市総合計画（平成２９年度～令和８年度）

第１章 誰もが健康でいきいきと暮らし続けられるまちづくり
２節 安心して子育てができる環境をつくります

１ 子育てがしやすい環境づくり
・多様なニーズに応えた保育サービスの充実や子どもを受け入れる施設の整備

などの支援により、安心して仕事と子育てを両立できる環境づくりを推進し
ます。

【目標】
多様なニーズに応えた保育サービスの充実

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白山市

交付金事業実施場所 白山市道法寺町

交付金事業の概要

白山市では、総合計画において「質の高い保育・教育の充実」を掲げており、交付金を活用すること
により、多様化する子育てに関するニーズに対応するための体制整備を行います。

・双葉保育所の保育士等１４名、８ヶ月分の人件費

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

延長保育を行う
保育所数
39か所

延長保育を行
う保育所数

成果実績 か所 39

目標値 か所 39

達成度 ％ 100

評価年度の設定理由

事業改善を図るため、事業実施後速やかに評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金の活用により、双葉保育所の保育士等１４名の８ヶ月分の人件費を確保し、保育サービスの充
実を図ることができました。延長保育を行う保育所数は３９か所と成果目標を達成することができま
したが、次年度以降も保育士の安定的な雇用により、多様化する子育てニーズに対応する事業を推進
することで、良好で充実した運営管理を図るとともに、地域住民の福祉の向上に努めていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

112

達成度 ％ 100 100 100

令和６年度

保育士の雇用量
(雇用人数(人)×雇用期間(月))

活動実績 人 160 96 112

活動見込 人 160

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 令和５年度

96



交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備 考

総事業費 51,678,000 30,005,400 33,835,000 257,545,730

うち経済産業省分 44,874,000 28,878,000 25,271,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 44,874,000 28,878,000 25,271,000

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 企画振興部企画課

交付金事業の評価課室 企画振興部企画課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

人件費 雇用 保育士１４名 33,835,000



Ⅰ. 事業評価総括表（令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備考

1
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

市道D第195号線外1路線
側溝整備事業

加賀市 4,400,000 4,400,000
総事業費
4,510,000

別紙

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

市道Ｄ第195号線外1路線 側溝整備工事
今回、事業を実施する市道D第195号線及び市道D第196号線は加賀市山中温泉西谷地区の道路で

あり、周辺地域には観光名所の”こおろぎ橋”や”無限庵”、多くの宿泊施設があり地域住民を
はじめ観光客が利用する道路となっております。当路線の側溝（L=84m）は、老朽化が著しく、
地域住民をはじめ道路利用者からも多くの苦情が寄せられています。
側溝整備事業は、既存の老朽化した側溝を新しく整備することにより、有蓋化による有効幅員

の拡幅から良好な住環境を確保することができます。このため、側溝整備事業を行い、歩行者等
の安全性を確保する必要があります。

交付金事業実施場所 加賀市山中温泉下谷町 地内

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

市道D第195号線外1路線 側溝整備事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 加賀市

事業終了（予定）年度

交付金事業の概要

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
第２次加賀市総合計画（平成29年度～令和8年度）
基本方針７：将来を見据えた、効率的な行財政で支えるまちづくり
③公共施設の適正な維持管理

目標：側溝整備率 現状   53%（平成30年度）
中間目標 55%（令和 4年度）
最終目標 57%（令和 8年度）

事業開始年度 令和 ８年度平成２９年度



成果実績
整備済み延長
／整備予定延

長

側溝整備率
55.59%

％

％

％

55.59

55.59

100

36,320,0004,510,000

うち経済産業省分

無

評価年度 令和６年度

4,400,000

５年度令和４年度交付金事業の総事業費等

総事業費

うち文部科学省分

交付金充当額

4,510,0004,510,000

4,400,000 4,400,000

74

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

109

交付金事業の定性的な成果及び評価等

複数年度事業であるが、側溝整備率に関して毎年度数値表記できるため。

単位

74

評価に係る第三者機関等の活用の有無

第２次加賀市総合計画（平成２９年度～令和８年度）の終期まで事業期間の設定理由

各年度の側溝整備延長（m）

ｍ

ｍ

本事業により通行者の住環境の改善を図ることができたので、引き続き計画的に整備を行います。

目標値

達成度

成果目標 成果指標

交付金事業の活動指標
及び活動実績

単位活動指標

活動実績

活動見込

4,400,000 4,400,000 4,400,000

６年度５年度令和４年度

備 考

84

109

％

84

100 100 100

６年度

達成度



交付金事業の評価課室

4,510,000

交付金事業の担当課室 加賀市建設部土木課

加賀市建設部土木課

契約の目的 契約の方法

側溝工事 指名競争入札

契約の相手方 契約金額

交付金事業の契約の概要

西山建設株式会社



別紙
Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

備 考

1
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

元菊町地内歩道整備
事業

金沢市 4,870,000 4,870,000
総事業費
6,481,200

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

4,458,000
総事業費
6,400,900

2
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

準幹線581号太陽が丘
団地線歩道整備事業

金沢市 4,458,000



別紙
Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

事業期間の設定理由 地元と調整を行い、予算の範囲内で施工していく必要があるため

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

元菊町地内歩道整備事業

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
金沢市歩けるまちづくり基本方針（平成16年3月）
Ⅱ．基本的な方針
１．歩く人にやさしい交通環境
①歩行者に配慮した交通環境の整備
・道路形態及び地域の特性などに応じて、通過交通の抑制、カラー舗装化等による
歩行環境の改善、交通安全、公共交通の利便性向上など、歩く人にやさしい交通環境を
整備していきます。

【目標】
市民の誰もが安心して歩けるまちづくりに向けた歩行環境の整備

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和８年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 金沢市

交付金事業実施場所 金沢市元菊町地内

交付金事業の概要
元菊町地内の歩道整備（令和６年度～令和８年度）
植樹帯及び舗装の整備により、快適な歩行空間を確保します。

施工延長  L=269m



交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 96.6

本事業の
歩道整備延長

活動実績 ｍ 86

活動見込 ｍ 89

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

元菊町地内歩道
整備率

（令和６年度
末）33.1％

歩道整備率：
工事予定箇所
÷当該年度工

事箇所

成果実績 ％ 31.9

目標値 ％ 33.1

達成度 ％ 96.4

評価年度の設定理由

事業実施後、速やかに事業の評価を行うことで、次年度以降の事業改善を図るため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

低木撤去工及び処分量を減工した影響により、当初の予定より歩道整備延長が減少となりました。定
期的な事業の評価を行い改善を図ることで、次年度も引き続き、基本方針に基づき、市民の誰もが安
心して歩けるまちづくりに向けた歩行環境の整備を計画的に行います。



交付金事業の担当課室 土木局道路管理課

交付金事業の評価課室 土木局道路管理課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

歩道の修繕 制約付き一般競争入札 株式会社秀晃建設 6,481,200

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,870,000

うち文部科学省分

総事業費 6,481,200

うち経済産業省分 4,870,000

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備 考



別紙
Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

準幹線581号太陽が丘団地線歩道整備事業

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
金沢市歩けるまちづくり基本方針（平成16年3月）
Ⅱ．基本的な方針
１．歩く人にやさしい交通環境
①歩行者に配慮した交通環境の整備
・道路形態及び地域の特性などに応じて、通過交通の抑制、カラー舗装化等による
歩行環境の改善、交通安全、公共交通の利便性向上など、歩く人にやさしい交通環境を
整備していきます。

【目標】
市民の誰もが安心して歩けるまちづくりに向けた歩行環境の整備

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和１１年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 金沢市

交付金事業実施場所 金沢市太陽が丘２丁目地内

交付金事業の概要
準幹線581号太陽が丘団地線の歩道整備（令和６年度～令和11年度）
支障となる根上り樹木の根切り工を行い、歩道を安全な歩行空間を確保します。

施工延長  L=47m

事業期間の設定理由 地元と調整を行い、予算の範囲内で施工していく必要があるため



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

準幹線581号太
陽が丘団地線歩

道整備率
（令和６年度
末）9.4％

歩道整備率：
工事予定箇所
÷当該年度工

事箇所

成果実績 ％ 9.4

目標値 ％ 9.4

達成度 ％ 100

評価年度の設定理由

事業実施後、速やかに事業の評価を行うことで、次年度以降の事業改善を図るため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

目標の歩道整備率を達成することができました。定期的な事業の評価を行い改善を図ることで、次年
度も引き続き、基本方針に基づき、市民の誰もが安心して歩けるまちづくりに向けた歩行環境の整備
を計画的に行います。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100

準幹線581号太陽が丘団地線の
歩道整備延長

活動実績 ｍ 47

活動見込 ｍ 47

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度



交付金事業の総事業費等 令和６年度 備 考

総事業費 6,400,900

うち経済産業省分 4,458,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,458,000

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 土木局道路管理課

交付金事業の評価課室 土木局道路管理課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

歩道の修繕 制約付き一般競争入札 株式会社明翫 6,400,900



別 紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

（単位：円）

1
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

市道原町１号線外１路線舗
装補修工事 小松市 4,400,000 4,400,000

総事業費

4,708,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備考



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

交付金事業に関係する市町村
の主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
 ◯小松市2040ビジョン
Vision04 誰もが暮らし続けられる生涯安心のこまつ

【目標】
命を守る防災減災。そして自然と共生する生活空間

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は維
持運営等措置

市道原町１号線外１路線舗装補修工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 小松市

交付金事業実施場所 小松市原町地内

交付金事業の概要

【事業の概要】
市道原町１号線，市道原町３号線の舗装補修を行います。

【現状と問題点】
舗装の痛みが激しく道路陥没も発生しているため，早急な改修が必要となっています。

【事業を行うことが必要な理由】
地域住民にとって，住宅地と国道360号を結ぶ防災上重要な道路であることから，災害時の避難

路安全確保のため舗装の補修工事が必要です。
【期待される効果】
舗装補修を行うことで，舗装の機能が回復し，車両や歩行者の安全が図られます。

番号 措置名 交付金事業の名称



％ 100

評価年度の設定理由

令和６年度内に完成のため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

―

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

事業開始年度 令和６年度 事業終了年度 令和６年度

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

市道原町１号線
外１路線舗装補

修工事
改修率
１００％

市道原町１号
線外１路線舗
装補修工事施
工距離／舗装
補修が必要な

距離
（124.7m）

成果実績 ％ 100

目標値 ％ 100

達成度



交付金事業の担当課室 都市創造部道路課

交付金事業の評価課室 都市創造部道路課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

舗装補修工事

うち文部科学省分

指名競争入札 石川舗道（株） 4,708,000

うち経済産業省分 4,400,000

交付金事業の契約の概要

総事業費 4,708,000

交付金充当額 4,400,000

124.7

達成度 ％ 100

交付金事業の総事業費等 令和６年度 年度 年度 備 考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度 年度 年度

市道原町１号線外１路線の
舗装補修工事

活動実績 ｍ 124.7

活動見込 ｍ



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

（単位：円）

（備考） 事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備 考

1
公共施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措
置

白山市立吉野保育所運営
事業

白山市 162,000 162,000
総事業費
2,313,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

事業期間の設定理由

交付金事業に関係する市町村の
主要政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
第２次白山市総合計画（平成２９年度～令和８年度）
第１章 誰もが健康でいきいきと暮らし続けられるまちづくり
２節 安心して子育てができる環境をつくります
１ 子育てがしやすい環境づくり

・多様なニーズに応えた保育サービスの充実や子どもを受け入れる施設の整備
などの支援により、安心して仕事と子育てを両立できる環境づくりを推進し
ます。

【目標】
多様なニーズに応えた保育サービスの充実

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白山市

交付金事業実施場所 白山市吉野

交付金事業の概要

白山市では、総合計画において「質の高い保育・教育の充実」を掲げており、交付金を活用すること
により、多様化する子育てに関するニーズに対応するための体制整備を行います。

・吉野保育所の保育士等２名、３ヶ月分の人件費

番号 措置名 交付金事業の名称

12
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

白山市立吉野保育所運営事業



交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度 年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100

年度

保育士の雇用量
(雇用人数(人)×雇用期間(月))

活動実績 人 6

活動見込 人 6

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

延長保育を行う
保育所数
39か所

延長保育を行
う保育所数

成果実績 か所 39

目標値 か所 39

達成度 ％ 100

評価年度の設定理由

事業改善を図るため、事業実施後速やかに評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金の活用により、吉野保育所の保育士等２名の３ヶ月分の人件費を確保し、保育サービスの充実
を図ることができました。延長保育を行う保育所数は３９か所と成果目標を達成することができまし
たが、次年度以降も保育士の安定的な雇用により、多様化する子育てニーズに対応する事業を推進す
ることで、良好で充実した運営管理を図るとともに、地域住民の福祉の向上に努めていきます。



交付金事業の担当課室 企画振興部企画課

交付金事業の評価課室 企画振興部企画課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

人件費 雇用 保育士２名 2,313,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 162,000

うち文部科学省分

総事業費 2,313,000

うち経済産業省分 162,000

交付金事業の総事業費等 令和６年度 年度 年度 備 考


